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３
月
31
日
�
か
ら
、
北
部
区
画
整

理
地
区
の
一
部
を
は
じ
め
、
132
�
の

区
域
（
下
図
及
び
左
図
参
照
）
で
、

新
た
に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
で
、
市
全
体
で
下
水

道
が
使
え
る
区
域
は
、
１
０
２
６
�

に
な
り
、
市
民
の
約
35
％
の
人
が
下

水
道
を
使
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
新
た
に
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
る
区
域
の
縦
覧
を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と
き
▼
３
月
16
日
�
〜
30
日
�
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

▼
下
水
道
管
理
課
（
西
庁
舎
２
階
）

川
や
海
を
汚
す
最
大
の
原
因
は
、

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
で
す
。
生

活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
か
ら
自
然

を
守
り
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
１
日
も
早

く
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
末
現
在
で
は
、
下
水
道
が
使

え
る
区
域
の
約
79
％
の
市
民
（
約
４

万
人
）
が
下
水
道
を
利
用
し
て
い
ま

す
。利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
ふ
ろ
・
台

所
な
ど
の
生
活
雑
排
水
や
し
尿
を
下

水
道
管
に
、
雨
水
は
今
ま
で
ど
お
り

道
路
側
溝
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
け

て
流
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

敷
地
内
の
排
水
管
や
排
水
ま
す
は

個
人
の
財
産
で
す
の
で
、
個
人
の
負

担
で
施
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
市
が
指
定

し
た
「
指
定
工
事
店
」
へ
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

具
や
排
水
ま
す
に
は
、
排
水
管
を
曲

げ
て
水
を
た
め
る
装
置（
ト
ラ
ッ
プ
）

が
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
ラ
ッ
プ
に
水
を
た
め
る
こ

と
（
封
水
）
に
よ
り
、
下
水
道
管
か

ら
の
臭
気
や
害
虫
な
ど
が
、
建
物
内

に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
ト
ラ
ッ
プ
に
毛
髪
や
ご

み
が
た
ま
っ
た
り
、
長
い

期
間
そ
の
水
回
り
を
使
わ

な
い
で
い
た
り
す
る
と
、

こ
の
水
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
建
物
内
が
に
お
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
し
た
後

も
、
排
水
ま
す
な
ど
は
と

き
ど
き
点
検
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
掃
除
を
し
た

り
、
水
を
補
充
し
た
り
し

ま
し
ょ
う
。
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１
日
も
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水
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排
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ま
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ど
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点
検
し
ま
し
ょ
う
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